
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ （1） 大気中で起こるさまざまな自然現象。

□ （2） 快晴の天気記号。

□ （3） 晴れの天気記号。

□ （4） くもりの天気記号。

□ （5） 雨の天気記号。

□ （6） 気温は、地上からおよそ何ｍの高さからはかるか。

□ （7） 北東の風、風力3、曇りを表しなさい。 

□ （8） 基本的に気温が上がると湿度はどのように変化するか。

□ （9）

□ （10） 気圧が低くなると天気は（　①　）や（　②　）になり、気圧が高くなると（　③　）ることが多い。

気
象
観
測

晴れた日は気温が上がると、湿度は（　①　）り、気温が下がると、湿度は（　②　）る。雨やくもりの日は、一般に気
温、湿度の変化が（　③　）い。

目標時間

10分
1.気象観測

単元4 気象のしくみと天気の変化

日付 1回目 日付 2回目 日付 3回目



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ （1） 気体の状態にある物質（水蒸気）が液体（水）に変わる現象。

□ （2）

□ （3） 1m　の空間に存在できる水蒸気の質量をgで表したもの。

□ （4） 空気がふくんでいる水蒸気量を、そのときの気温の（3）に対する百分率で表したもの。

□ （5）

□ （6）

□ （7） 地球をとりまく気体。

□ （8） （7）による圧力。

□ （9） （8）の標準。（1気圧） 

□

□

□

□ ③　　　　　　　　④

□ ⑤　　　　　　　　⑥　

□ （12） 地球の水が循環するエネルギーのもとは何か。 

空気1ｍ　中にふくまれている水蒸気の量が12ｇで、その気温での空気1ｍ　中の飽和水蒸気量が
30ｇのとき、湿度は何％か。

気温15℃のとき、飽和水蒸気量は12.8ｇ/m　である。気温15℃、湿度50％のとき、空気1ｍ　中に
ふくまれている水蒸気の量は何ｇか。

水蒸気は目に見えないが、水蒸気をふくんでいる空気が冷え、ある程度になると（1）が始まり水滴
（露）ができ始める。このときの温度。

（11）

　雲をつくる水滴や氷の粒は非常に小さいため、（　①　）に支えられて落ちてこない。しかし、これら
の雲粒が成長して大きくなると、（　①　）では支えきれなくなり、落ちてくる。このようにして地表に達
した水滴が（　②　）であり、氷の粒がとけないで地表に達すると（　③　）になる。（　②　）と（　③　）を
まとめて、（　④　）という。（　④　）をもたらす雲は、おもに（　⑤　）と　（　⑥　）である。

（11）①　　　　　　　②　

（10）
　空気のかたまりが上昇すると、上空に行くほど周囲の気圧が（　①　）なり、膨張して温度が（　②　）るため、ある高さで露点に達
する。さらに上昇すると、水蒸気は空気中の小さなちりを凝結核として無数の細かい水滴や氷の粒となる。これが（　③　）である。
地上付近にできた（　③　）を（　④　）という。

（10）①　　　　　　　②　

　　　③　　　　　　　④　

大
気
中
の
水
蒸
気
の
変
化

3

目標時間

10分2.大気中の水蒸気の変化

単元4 気象のしくみと天気の変化

日付 1回目 日付 2回目 日付 3回目

33

3 3



 

 

 

 

 

 

□ （1） 各地で観測された気象の記録を図記号を使って地図上に記入したもの。

□ （2）

□ （3） まわりよりも気圧が低いところ。 

□ （4） まわりよりも気圧が高いところ。

□ （5） （3）付近には雲が（　①　）く、（4）付近には雲が（　②　）。

□ （6） 大気は気圧の（　①　）いところから、（　②　）いところへ向かって流れる。 

□ （7） 風は等圧線の間隔が（　　　）いところほど強くふく。

□ （8） 高気圧の中心部では（　　　　　）となるので、雲ができにくい。

□ （9） 低気圧の中心部では（　　　　　）となるので、雲ができやすい。

□ （10） 高気圧の地上では風は高気圧の中心から（　①　）回りに（　②　）。

□ （11） 低気圧の地上では風は低気圧の中心から（　①　）回りに（　②　）。

□ （12） 気温・湿度がほぼ一様な空気のかたまり。

□ （13） （12）には冷たい空気をもつ（　①　）と暖かい空気をもつ（　②　）がある。 

□ （14） 性質の異なる気団は、互いに接してもすぐには混じり合わず境の面をつくる。この境。

□ （15）  （14）が地表面と交わるところ。

□ （16） ほとんど動かず停滞する前線。

□ （17） （16）の記号。

□ （18） 低気圧の進む方向の前方にできる前線。

□ （19） （18）の記号。

□ （20） 低気圧の進む方向の後方にできる前線。

□ （21） （20）の記号。

□ （22） （18）の進み方。 

□ （23） （20）の進み方。 

□ （24） 寒冷前線が温暖前線に追いついたときの前線。

□ （25） 寒冷前線にできる雲。

□ （26） 寒冷前線は（　①　）い範囲に（　②　）い雨を（　③　）時間降る。通過後は気温が（　④　）る。

□ （27） 温暖前線にできる雲。 

□ （28） 温暖前線は（　①　）い範囲に（　②　）い雨を（　③　）時間降る。通過後は気温が（　④　）る。

前
線
の
通
過
と
天
気
の
変
化

同一時刻の各地の気圧の値の等しいところを結んだ、滑らかな曲線。通常4ｈＰａごとに引き、
20ｈＰａごとに太くする。

目標時間

25分3.前線の通過と天気の変化

単元4 気象のしくみと天気の変化

日付 1回目 日付 2回目 日付 3回目



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ （1） 日本には（　　　）と呼ばれる風がふき、天気が変化する。　

□ （2） 右の図のＡの気団。

□ （3） 右の図のＢの気団。 

□ （4） 右の図のＣの気団。

□ （5） 右の図のＤの気団。

□ （6） 下の表の①～⑧に答えなさい。

□

□

□

□

□

□

□

□ （7） 日本列島にふく季節風は夏ではどの方角の風になるか。（8方位）

□ （8） 日本列島にふく季節風は冬ではどの方角の風になるか。（8方位）

□ （9） 海から陸に向かってふく風。

□ （10） 陸から海に向かってふく風。

□ （11） 風は高気圧から低気圧に向かってふくか、低気圧から高気圧にむかってふくか。

□ （12） 日本が位置する中緯度の上空にはふく強い西風。

□ （13） 海上で発生した熱帯低気圧のうち、中心付近の最大風速が毎秒17.2ｍ以上になったもの。

□ （14） 冬の気圧配置。

日
本
の
気
象

（6）①　　　

　　②　　　

　　③　　　

　　④　　　

　　⑤　　　

　　⑥　　　

　　⑦　　　

　　⑧　　　

目標時間

15分4.日本の気象

単元4 気象のしくみと天気の変化

日付 1回目 日付 2回目 日付 3回目

A

B

C

D

気団名 性質 発達する季節

Ａ ① ②

Ｂ ③ ④

Ｃ ⑤ ⑥

Ｄ ⑦ ⑧


